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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

松
本
歯
科
大
学
創
立
53
年
目
の

Cam
pus Today

新
年
号
で
す
。

創
立
者 

故
矢
ヶ
﨑 

康
博
士
の
作

詞
に
よ
る
校
歌
「
あ
ゝ
渺
々
の
蒼

穹
に
」
は
「
建
学
の
理
念
」
が
具

体
的
に
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

校
歌
は
、「
理
性
の
不
滅
の
タ
イ

マ
ツ
を
灯
し
つ
つ
、
世
界
観
の
確

立
と
社
会
の
無
限
の
法
則
性
を
追

求
」
す
る
使
命
を
我
々
に
強
く
銘

肝
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
統
計
」
に
よ
る

と
、
２
０
２
２
年
、
日
本
の
歯
科

医
師
数
が
初
め
て
減
少
し
ま
し

た
。
全
国
の
歯
科
診
療
所
数
は
、

２
０
１
６
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の

一
途
で
す
。
２
０
２
１
年
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
東
京
都
・
千
葉

県
・
神
奈
川
県
・
福
岡
県
に
お
い

て
は
、
歯
科
診
療
所
の
開
設
数
は

廃
止
数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
が
、
長
野
県
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
長
野
県

に
お
け
る
歯
科
医
師
の
平
均
年
齢

は
60
歳
を
超
え
、
全
国
平
均
と
比

較
し
て
超
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
無
歯
科
医
地
区
は
増
え

て
お
り
、
そ
の
人
口
は
１
万
人
以

上
と
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
歯
科
医
師
の
減
少
は
、
地
方

に
お
け
る
歯
科
医
療
に
今
後
大
き

な
打
撃
を
与
え
る
の
で
す
。

　

本
邦
に
お
け
る
２
０
４
０
年

問
題
と
は
、
経
済
停
滞
の
中
で
、

２
０
２
５
年
か
ら
２
０
４
０
年
と

い
う
僅
か
15
年
間
に
お
い
て
、
現

役
人
口
（
20
歳
～
64
歳
）
が
約

１
０
０
０
万
人
も
減
少
す
る
と
い

う
大
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
、
１
９
７
４
年
頃
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
50
年
間
、
国
民
医
療

費
は
増
加
の
一
途
で
す
が
、
全
医

療
費
に
占
め
る
歯
科
医
療
費
の
割

合
は
減
少
の
一
途
で
あ
る
と
い
う

現
実
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
１
９
９
６
年
か
ら
15
年
間
に

わ
た
り
横
ば
い
状
態
で
あ
っ
た
歯

科
診
療
医
療
費
は
２
０
１
１
年
か

ら
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
「
歯
周
病
の
予
防
・
治
療
が
全

身
疾
患
を
予
防
し
、
医
療
費
の
抑

制
に
直
結
す
る
」
と
い
う
エ
ビ
デ

ン
ス
を
基
盤
と
し
て
、「
健
康
寿

命
の
増
進
・
医
療
費
抑
制
に
寄
与

す
る
領
域
」
と
し
て
歯
科
医
療
費

の
増
大
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
歯

科
界
が
一
団
と
な
り
更
な
る
理
論

武
装
に
よ
る
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
惹
起
す
る
各
種
の
生
活
習
慣
病

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
の
乱
れ
が
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ

う
に
次
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

（
糖
尿
病
・
心
臓
血
管
疾
患
・
慢

性
腎
臓
病
・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

な
ど
）
を
発
症
さ
せ
、
最
後
は
誤

嚥
性
肺
炎
を
惹
起
し
生
命
を
奪
う

状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
と

提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗そ

し
ょ
う鬆

症

や
歯
周
病
の
予
防
・
治
療
は
、
こ

れ
ら
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
を

上
流
で
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
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年
頭
の
ご
挨
拶

歯
学
部
長　

宇
田
川 

信
之

「花の彩」　〈撮影：4 期生 西家 孝 〉

歯
科
医
療
の

明
る
い
未
来
を
目
指
し
て

歯
科
医
師
減
少
時
代
の
到
来

る
唯
一
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
に
お
け

る
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
定
期
的
な

口
腔
衛
生
管
理
の
下
で
骨
粗
鬆
症
治

療
薬
（
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
）
を
使

用
し
た
場
合
、
歯
周
病
発
生
率
の
リ

ス
ク
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
に
よ
る
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
」（
骨

太
方
針
２
０
２
４
）
で
は
、「
医
科

歯
科
連
携
・
多
職
種
連
携
」
に
取
り

組
む
政
府
の
指
針
が
さ
ら
に
い
っ
そ

う
強
く
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、「
全
身
の
健
康
と
口
腔
の
健
康

に
関
す
る
科
学
的
根
拠
の
活
用
」「
国

民
皆
歯
科
健
診
の
具
体
的
な
取
組
推

進
」「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
」「
歯

科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
等
の
人
材

確
保
」「
歯
科
領
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
の
推
進
」「
有
効
性
・
安

全
性
が
認
め
ら
れ
た
新
技
術
・
新
材

料
の
保
険
導
入
」
な
ど
で
す
。
従
来

の
歯
科
医
療
か
ら
「
口
腔
機
能
管
理

型
歯
科
医
院
」
へ
の
シ
フ
ト
が
必
須

で
あ
り
、
歯
科
界
の
大
き
な
発
展
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

今
こ
そ
、
歯
科
医
師
を
志
望
す
る
優

秀
な
若
者
を
増
や
す
こ
と
が
急
務
で

す
。
今
後
、
要
介
護
高
齢
者
へ
の
訪

問
診
療
体
制
の
強
化
、
市
役
所
・
保

健
所
や
総
合
病
院
へ
の
歯
科
医
師
お

よ
び
歯
科
衛
生
士
の
配
置
は
喫
緊
の

最
重
要
課
題
で
す
。

　

日
本
の
未
来
を
左
右
す
る
歯
科
医

師･

歯
科
衛
生
士
と
い
う
尊
い
職
を

目
指
す
若
者
を
育
て
る
た
め
大
学
な

ど
の
教
育
に
従
事
し
て
い
る
わ
れ
わ

れ
の
任
務
は
重
要
で
す
。
誇
り
を
持

っ
て
歯
学
部
の
教
育
・
研
究
・
診
療

活
動
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
多
幸
と
松
本
歯

科
大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
が
幸
あ
る
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。

2025



　

第
98
回
松
本
歯
科
大
学
学
会
（
例

会
）
が
11
月
28
日
（
木
）、
本
館
１

階
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
17
時
15
分
よ

り
ポ
ス
タ
ー
発
表
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

講
座
、
病
院
よ
り
６
演
題
の
自
由

討
論
が
行
わ
れ
、
17
時
40
分
か
ら

は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
会
場
を

６
０
１
教
室
に
移
し
、
特
別
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

最
優
秀
発
表
は
『
チ
タ
ン
と
12%

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
へ
の
血
清
ア

ル
ブ
ミ
ン
の
吸
着
挙
動
に
つ
い
て
』

を
発
表
し
た
、
大
学
院
生
の
黒
岩

寧
々
先
生
が
受
賞
し
、特
別
賞
は
『
小

児
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
矯
正
歯
科

治
療
中
の
Ｔ
Ｂ
Ｉ

－

歯
科
衛
生
士
に

よ
る
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

－

』

を
発
表
し
た
、
歯
科
衛
生
士
室
の
小

原
愛
美
衛
生
士
が
受
賞
し
た
。

　

特
別
講
演
は
日
本
大
学
松
戸
歯
学

部
の
金
田 

隆
教
授
に
「
顎
口
腔
の

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ=

研
究
者
お
よ
び

臨
床
医
と
し
て
何
を
知
る
べ
き

か
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

近
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

医
療
機
器
の
進
歩
に
伴
い
エ
ッ

ク
ス
線
Ｃ
Ｔ
（Computed to-

mography

）
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（M

ag-
netic resonance im

aging
=

磁
気
共
鳴
画
像
検
査
法
）
検
査

が
顎
口
腔
領
域
に
も
普
及
し
、

臨
床
や
研
究
に
応
用
さ
れ
て
い

る
。
両
検
査
法
は
似
た
よ
う
な
デ
ジ

タ
ル
画
像
を
呈
す
る
が
、
Ｃ
Ｔ
は
被

曝
を
伴
い
、
生
体
の
エ
ッ
ク
ス
線
吸

収
率
か
ら
Ｃ
Ｔ
値
を
利
用
、
画
像
再

構
成
す
る
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
磁
場
を
利
用
し
、
水
素

を
画
像
化
す
る
検
査
法
で
あ
り
、
全

く
原
理
の
異
な
る
画
像
検
査
法
で
あ

る
。
Ｃ
Ｔ
は
高
い
時
間
分
解
能
お
よ

び
空
間
分
解
能
に
よ
り
、
動
く
臓
器

へ
の
臨
床
応
用
も
可
能
と
な
り
、
鑑

別
診
断
や
予
後
判
定
に
広
く
用
い
ら

同
郷
の
先
輩
後
輩
が
和
気
あ
い
あ
い
と
情
報
交
換

長
野
県
出
身
在
学
生
と
懇
親
会

れ
て
い
る
。
ま
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
高
い
組

織
分
解
能
を
有
し
、Spin echo

法

や
拡
散
強
調
像
等
の
種
々
の
撮
像
法

を
利
用
し
、
鑑
別
診
断
や
病
変
の
進

展
範
囲
等
、
定
量
評
価
と
し
て
も
広

く
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
先
生
は
、「
顎
口
腔
の
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ=

研
究
者
お
よ
び
臨

床
医
と
し
て
何
を
知
る
べ
き
か
」
と

し
て
、
研
究
や
臨
床
に
同
検
査
法
を

利
用
し
て
い
る
関
係
者
が
、
円
滑
に

研
究
や
臨
床
を
進
め
る
う
え
で
、
何

を
留
意
す
べ
き
か
、
知
っ
て
お
く
べ

き
か
を
述
べ
ら
れ
、
最
新
の
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
臨
床
応
用
に
つ
い
て
も
供
覧

し
、
こ
れ
ら
を
極
め
る
う
え
で
必
要

と
な
っ
た
米
国
留
学
に
関
し
て
も
お

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

次
回
の
第
99
回
学
会
（
総
会
）
は

２
０
２
５
年
７
月
３
日
（
木
）
に
開

催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
集
会
幹
事
長　

大
須
賀
直
人
）

　

11
月
23
日（
土
・
勤
労
感
謝
の
日
）、

校
友
会
長
野
県
支
部
主
催
に
よ
る

「
長
野
県
出
身
在
学
生
と
の
交
流
会
」

が
松
本
駅
前
の
養
老
乃
瀧
食
文
化
会

館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
近
、
長
野
県
出
身
の
新
入
生
は

増
加
し
て
い
る
が
、
今
年
度
の
在
籍

学
生
は
53
名
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
、
８
名
の
歯
学
部
新
入
生

の
参
加
を
含
め
22
名
の
在
学
生
と
３

名
の
臨
床
研
修
歯
科
医
師
お
よ
び
教

員
３
名
、
長
野
県
支
部
８
名
、
合
計

36
名
の
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

　

藤
森
恒
美
担
当
理
事
（
10
期
生
）

の
司
会
に
よ
り
、
在
学
生
か
ら
出
身

地
域
の
紹
介
や
近
況
が
報
告
さ
れ
、

同
郷
の
先
輩
後
輩
が
和
気
あ
い
あ
い

と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

横
山
猛
嗣
支
部
長
（
４
期
生
）、
山

田
和
昭
副
支
部
長
（
６
期
生
）、
山

崎
一
郎
先
生
（
12
期
生
）、
小
嶋 

勤

先
生
（
15
期
生
）、
砂
原
佳
子
先
生

（
15
期
生
）、
松
山
英
基
先
生
（
16
期

生
）、
小
林
敏
郷
先
生
（
17
期
生
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
温
か
い
エ
ー
ル
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

大
学
側
か
ら
は
、
宇
田
川
信
之
歯

学
部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に

記
念
撮
影
を
行
い
来
年
の
再
会
を
誓

っ
た
。

（
生
化
学
講
座　

教
授　

中
村
美
ど
り
（
16
期
生
））

最優秀賞を受賞した黒岩先生

特別賞を受賞した小原衛生士

来年の再会を誓った交流会

私
だ
け
が
知
る
真
実
。

石
破 
茂
と
い
う
男
は
「
普
通
の
人
」
だ

内
閣
官
房
参
与　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事　

特
命
教
授　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

　

今
月
号
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
1
月
3
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」

よ
り
、
内
閣
官
房
参
与
特
命
担
当
と
し
て
、
石
破
首
相
の
新
し
い
一
面
に
触

れ
る
事
が
で
き
た
、ペ
ル
ー
訪
問
に
つ
い
て
の
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
石
破 

茂
首
相
の
人
柄
に
惚

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

11
月
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議 

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
（
ペ

ル
ー
）、
Ｇ
20
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・

サ
ミ
ッ
ト
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
の
会
議
に

同
行
し
た
際
に
、
喫
煙
所
で
石
破
首

相
に
遭
遇
し
た
。
２
人
で
並
ん
で
タ

バ
コ
を
吸
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で

あ
る
。
私
が
一
人
で
喫
煙
所
に
向
か

う
と
、
石
破
首
相
が
中
か
ら
「
飯
島

さ
ん
、
こ
ち
ら
で
す
」
と
私
に
手
招

き
し
て
い
た
。
私
が
驚
い
て
硬
直
す

る
と
、
石
破
首
相
が
「
ど
う
ぞ
、
ど

う
ぞ
」
と
、
自
分
の
隣
の
イ
ス
を
勧

め
て
く
れ
た
。
恐
れ
多
い
と
思
っ
た

が
、
断
る
の
も
失
礼
だ
し
、
タ
バ
コ

も
吸
い
た
か
っ
た
の
で
、
一
緒
に
吸

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

喫
煙
所
で
世
間
話
を
交
わ
し
な
が

ら
一
緒
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
み
る

と
、
石
破
首
相
は
驚
く
ほ
ど
「
普
通

の
人
」
だ
っ
た
。
ど
う
し
て
普
通
の

喫
煙
所
を
使
う
の
か
と
聞
い
て
み
た

ら
、「
部
屋
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
が

30
万
円
も
か
か
る
ん
で
す
よ
。
国
民

の
皆
さ
ん
の
税
金
で
、
タ
バ
コ
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
に
そ
ん
な
に
払
え
ま

せ
ん
よ
、
飯
島
さ
ん
」
と
い
う
。
そ

の
言
葉
で
、
私
は
「
こ
の
人
は
、
国

民
と
同
じ
感
覚
を
持
っ
て
い
る
」
と

親
し
み
を
感
じ
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
石
破
首
相
の
新

し
い
一
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

ペ
ル
ー
訪
問
だ
っ
た
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

で
の
行
動
が
「
外
交
マ
ナ
ー
に
問
題

が
あ
る
」
と
批
判
さ
れ
た
。
各
国
の

首
脳
と
座
っ
た
ま
ま
握
手
」「
集
合

写
真
の
撮
影
に
間
に
合
わ
ず
に
欠

席
」
と
い
っ
た
内
容
だ
が
、
現
地
で

見
て
い
た
私
に
い
わ
せ
れ
ば
、
ど
ち

ら
も
防
ぎ
よ
う
が
な
か
っ
た
う
え

に
、
マ
ナ
ー
違
反
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

で
も
な
い
。「
座
っ
た
ま
ま
握
手
」

と
い
う
の
は
、
多
く
の
首
脳
が
集
ま

る
会
議
で
は
、
相
手
が
急
い
で
い
て

立
ち
上
が
る
間
も
な
い
と
い
う
こ
と

が
起
き
る
の
だ
。
他
の
国
際
舞
台
、

首
脳
で
も
よ
く
あ
る
の
に
、
な
ぜ
か

石
破
首
相
ば
か
り
が
批
判
さ
れ
る
の

は
本
当
に
気
の
毒
で
あ
る
。
ま
た
、

集
合
写
真
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の

も
、
今
年
９
月
に
亡
く
な
っ
た
ア
ル

ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
・
ペ
ル
ー
元
大

統
領
の
墓
参
か
ら
会
場
に
向
か
う
途

中
に
事
故
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
た
か

ら
だ
。
こ
れ
も
不
可
抗
力
で
あ
り
、

石
破
首
相
が
責
め
ら
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。

　

外
交
上
の
マ
ナ
ー
と
い
う
の
な

ら
、 

フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領
の
遺
族

で
、
ペ
ル
ー
の
政
治
家
で
あ
る
長
女

の
ケ
イ
コ
氏
、次
男
の
ケ
ン
ジ
氏
が
、

石
破
首
相
の
墓
参
の
際
に
姿
を
見
せ

な
か
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
気
に
な
っ

て
い
る
。
後
日
、ケ
イ
コ
氏
は
Ｘ（
旧

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
石
破
首
相
の
写
真

と
と
も
に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投

稿
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本

と
縁
が
深
い
政
治
家
の
対
応
と
し
て

は
違
和
感
が
残
る
。
ケ
イ
コ
氏
は
26

年
の
ペ
ル
ー
大
統
領
選
へ
立
候
補
す

る
意
向
だ
そ
う
だ
が
、
日
本
と
の
今

後
の
関
係
に
影
響
が
な
い
か
、
心
配

し
て
い
る
。

　

ペ
ル
ー
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
の
Ｇ
20
の
成
果
に
も
触
れ
て

お
こ
う
と
思
う
。

　

結
論
か
ら
い
う
と
、
石
破
首
相
は

多
国
間
会
議
で
も
米
国
の
ジ
ョ
ー
・

バ
イ
デ
ン
大
統
領
、
中
国
の
習
近
平

国
家
主
席
ら
世
界
各
国
の
首
脳
と
の

会
談
で
も
積
極
的
に
発
言
し
、
見
事

に
本
格
的
な
外
交
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ

た
。
首
相
自
身
も
Ｇ
20
終
了
後
の
記

者
会
見
で
「
か
み
あ
っ
た
意
見
交
換

が
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
南
米
は
遠
い
。
ホ
テ

ル
の
宿
泊
費
が
高
い
。
国
際
会
議
の

開
催
で
ペ
ル
ー
の
宿
泊
費
は
通
常
の

４
倍
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
５
倍
に
な
っ
て

い
た
。
外
務
省
で
は
出
張
旅
費
は
基

本
的
に
個
人
が
立
て
替
え
、
領
収
書

を
提
出
し
て
後
払
い
と
い
う
シ
ス
テ

ム
だ
。
た
だ
で
さ
え
、
若
者
の
官
僚

離
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が

経
済
的
に
苦
し
む
こ
と
な
く
、
仕
事

に
専
念
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

APEC首脳会議でバイデン大統領と対談する石破首相

　

わ
が
国
で
の
梅
毒
は
、
江
戸
時
代

に
入
っ
て
も
ま
す
ま
す
蔓
延
し
て
い

き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
首
都
で
あ
っ

た
江
戸
で
は
、
参
勤
交
代
の
武
士
た

ち
と
田
舎
か
ら
出
稼
ぎ
に
き
た
民
衆

と
で
、
極
端
な
男
性
過
剰
社
会
で
し

た
か
ら
、
彼
ら
が
一
時
の
愉
楽
を
求

め
た
吉
原
な
ど
の
遊
郭
（
売
春
宿
）

が
性
病
の
巣
窟
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

哀
れ
を
極
め
た
の
は
、
貧
家
に
生

ま
れ
て
身
売
り
を
さ
せ
ら
れ
た
少
女

た
ち
で
、
ほ
と
ん
ど
が
罹
患
し
て
若

死
に
し
、
無
縁
墓
に
ま
と
め

て
埋
め
ら
れ
る
と
い
う
悲
惨

な
生
涯
で
し
た
。

　

江
戸
で
の
梅
毒
の
蔓
延
ぶ

り
は
、
解
体
新
書
で
有
名
な

杉
田
玄
白
も
「
受
診
患
者
千

人
中
の
七
～
八
百
人
が
梅
毒

で
治
療
に
難
渋
し
た
」
と
書

き
残
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

江
戸
市
中
の
人
骨
調
査
で

は
、江
戸
期
の
下
町
（
深
川
）

の
寺
院
で
典
型
的
骨
梅
毒
が

７
％
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ

り
軽
度
の
も
の
ま
で
含
め
れ

ば
、
罹
患
率
は
数
十
％
に
も
達
し
て

い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
病
気
が
い
か
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
川
柳
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

｢

安
遊
び
父
母
は
そ
の
病
を
憂
う｣

安
い
娼
婦
を
買
っ
て
病
気
に
感
染
し

な
け
れ
ば
よ
い
が
と
心
配
す
る
親
。

「
寝
道
具
の
な
い
の
を
買
う
と
横
根

な
り
」
夜
鷹
（
街
娼
）
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
が
病
気
持
ち
。
横
根
と
は
性
器

周
辺
の
硬
性
下げ

か
ん疳
。「
鼻
声
の
証
拠

は
髪
が
つ
ま
む
ほ
ど
」
病
状
が
進
行

す
る
に
つ
れ
て「
梅
毒
声
」に
な
り
、

髪
も
抜
け
る
。「
今
さ
ら
後
悔
鼻
が

落
ち
腰
が
抜
け
る
」
ゴ
ム
腫
と
呼
ば

れ
る
肉
芽
腫
の
侵
蝕
で
鼻
が
落
ち
て

し
ま
う
。

　

ち
な
み
に
、
中
国
（
唐
王
朝
）
か

ら
渡
来
し
た
当
初
は
「
唐と

う
が
さ瘡

」
と
呼

ば
れ
て
い
た
病
気
の
名
が｢

黴
毒
」、

さ
ら
に
そ
の
発
疹
が
楊
梅
（
ヤ
マ
モ

モ
）に
似
て
い
る
と
し
て「
楊
梅
瘡
」、

そ
の
二
つ
が
合
体
し
た
「
梅
毒
」
と

な
っ
た
の
は
、こ
の
時
代
か
ら
で
す
。

　

当
時
は
、
梅
毒
は
罹
患
し
た
ら
最

後
で
確
実
な
治
療
法
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
潰
瘍
形
成
を
し
た
場
合
に
水
銀

軟
膏
の
塗
布
（
毒
性
は
あ
る
が
、
多

少
の
殺
菌
効
果
は
あ
っ
た
よ
う
だ
）

や
、
草
津
温
泉
で
の
湯
治
ぐ
ら
い
が

精
一
杯
で
、
病
勢
の
進
行
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
原
体
が
発
見
さ
れ
た
の
が

１
９
０
５
年
。
パ
ウ
ル
・
エ
ー
リ
ヒ

と
秦
佐
八
郎
が
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
開

発
に
成
功
し
た
１
９
１
０
年
ま
で

は
、
梅
毒
に
有
効
な
薬
剤
は

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
も
、幕
府
の
当
局
は
、

こ
う
し
た
病
気
の
蔓
延
に
対

し
て
全
く
積
極
的
な
対
策
を

行
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。「
悪

所
通
い
で
罹
患
す
る
の
は
個

人
責
任
だ
」
と
い
う
わ
け

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
８
５
３
年
に
日
本
の
鎖

国
が
解
け
た
後
、
諸
外
国
の

圧
力
に
よ
っ
て
、
長
崎
で
娼

婦
の
検
診
が
１
８
６
０
年
に

実
施
さ
れ
た
の
が
、
最
初
の

公
的
対
策
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
呆

れ
た
も
の
で
す
。
７
年
後
に
は
横
浜

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
国
民

を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
明

治
新
政
府
に
よ
る
１
８
７
６
年
の
内

務
省
の
梅
毒
取
締
通
達
（
患
者
は
強

制
入
院
さ
せ
た
）
や
１
９
２
７
年
の

花
柳
病
予
防
法
（
娼
婦
を
強
制
検
診

し
た
）
な
ど
の
施
策
を
待
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
期
以
降
に
は
、
梅
毒
は
国
を

滅
ぼ
す
国
民
病
と
し
て
の
認
識
も
高

ま
り
、治
療
施
設
で
あ
る
「
駆
梅
院
」

も
数
多
く
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

帝
国
陸
軍
も
兵
士
の
罹
患
を
防
ぐ

た
め
に
「
突
撃
一
番
」
と
名
付
け
た

ゴ
ム
サ
ッ
ク
を
配
布
し
た
ほ
ど
で
す
。

全身疾患と口腔
その 2　梅毒②

第98回松本歯科大学学会（例会）

日大松戸・金田 隆教授が講演
「顎口腔の CT、MRI：
研究者および臨床医として何を知るべきか」

講
演
す
る
金
田
教
授
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大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩



カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
と「
健
康
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第
11
回
カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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元宝ジェンヌの朱
あ か し

紫令
れ い ま

真さんが特別講義
伝わるコミュニケーション力を指導

　

11
月
12
日（
火
）、赤
地
憲
一
特
任
教
授
に
よ
る
歯
学
部
１
年
生
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ「
歯

科
医
師
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
授
業
が
講
義
館
１
０
５
教
室
で
行
わ
れ
た
。

今
回
特
別
講
師
と
し
て
元
・
宝
塚
歌
劇
団
星
組
男
役
の
朱
紫
令
真
さ
ん
が
登
壇
し
た
。
朱
紫

さ
ん
は
２
０
２
３
年
春
に
宝
塚
歌
劇
団
を
退
団
し
、
地
元
長
野
県
に
拠
点
を
移
し
て
現
在
は

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
活
動
し
て
い
る
。

表情や姿勢についての心構えを講義する朱紫さん

　

朱
紫
さ
ん
は
長
野
県
篠
ノ
井
出
身

で
、
屋
代
高
校
２
年
生
時
に
宝
塚
音

楽
学
校
に
挑
戦
し
、
23
倍
と
い
う
高

い
競
争
率
を
突
破
し
て
、
１
０
０
期

生
と
し
て
入
学
を
果
た
し
た
。
２
０

１
４
年
に
宝
塚
歌
劇
団
に
入
団
後
、

約
10
年
間
に
わ
た
り
男
役
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
。
２
０
１
９
年
に
は
奨
励

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
宝
塚
歌
劇
団

の
中
で
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
築

か
れ
て
い
る
。

　

講
義
の
冒
頭
で
朱
紫
さ
ん
は
、
宝

塚
時
代
に
学
ん
だ
「
朗
ら
か
に
、
清

く
、
正
し
く
、
美
し
く
」
と
い
う
モ

ッ
ト
ー
を
紹
介
し
、
こ
の
理
念
が
自

身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
表
情
や
姿
勢
の
重
要
性
に
つ

健診センター
人間ドックがリニューアル

病院だより vol.62
　

松
本
歯
科
大
学
病
院
健
診
セ
ン
タ

ー
で
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
当
セ

ン
タ
ー
の
特
徴
で
あ
る
３
つ
の
柱

（
膵
臓
検
診
・
運
動
指
導
・
歯
科
検
診
）

を
受
診
で
き
る
１
泊
ド
ッ
ク
と
、
１

日
で
膵
臓
検
診
・
歯
科
検
診
を
受
診

で
き
る
１
日
ド
ッ
ク
を
開
始
し
、
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

歯
科
検
診
は
そ
の
重
要
性
か
ら
義

務
化
も
検
討
さ
れ
て
い
る
中
で
、
歯

科
大
学
病
院
併
設
の
利
点
を
生
か

し
、
い
ち
早
く
人
間
ド
ッ
ク
の
コ
ー

い
て
、
具
体
的
な
技
術
と
心
構
え
を

学
生
た
ち
に
伝
授
し
た
。
朱
紫
さ
ん

は
「
相
手
を
思
い
や
る
心
が
自
然
な

表
情
や
姿
勢
に
現
れ
、
そ
れ
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
印
象
を
大
き
く

左
右
す
る
」
と
述
べ
、「
口
角
を
軽
く

上
げ
て
相
手
の
目
を
見
る
」「
壁
に
背

を
当
て
る
よ
う
な
正
し
い
姿
勢
で
立

つ
」
と
い
っ
た
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
学
生
た
ち
は

ペ
ア
を
組
み
、
朱
紫
さ
ん
の
指
導
の

も
と
で
相
手
の
目
を
見
な
が
ら
話
す

練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
最
初
は
緊
張

し
た
様
子
の
学
生
た
ち
も
、
練
習
を

重
ね
る
う
ち
に
自
然
な
笑
顔
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、朱
紫
さ
ん
は
「
少

し
の
心
遣
い
で
皆
さ
ん
の
表
情
が
柔

ら
か
く
な
り
、
自
然
な
笑
顔
が
引
き

出
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」
と
評
価
し
、

学
生
た
ち
も
自
ら
の
変
化
に
驚
き
つ

つ
、
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
見
せ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
、
朱
紫
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
は
、
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
強
調
し
た
。
特
に
歯
科
医
師
と
し

て
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
際
に
は
、

言
葉
だ
け
で
な
く
、
表
情
や
姿
勢
を

通
じ
て
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
学
生
た
ち
は

朱
紫
さ
ん
の
言
葉
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
、
自
分
た
ち
が
目
指
す
医
療
人
と

し
て
の
在
り
方
を
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
。

　

講
義
終
了
後
に
は
、
中
庭
で
朱
紫

さ
ん
が
宝
塚
時
代
の
名
曲
「
す
み
れ

の
咲
く
頃
」
を
披
露
。
宝
塚
歌
劇
団

の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
力
強
く
も
美

し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
、
学
生
た
ち

　

松
本
歯
科
大
学
で
は
、

「
よ
く
噛
ん
で
お
い
し
く
健

康
に
」
を
テ
ー
マ
に
、「
カ

ム
カ
ム
（
噛
む
噛
む
）
メ
ニ

ュ
ー
」
の
普
及
を
進
め
て
お

り
、
今
年
で
11
年
目
を
迎
え

た
。
こ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
一
般
か
ら
噛
み
応
え
の

あ
る
レ
シ
ピ
を
募
集
す
る

「
松
本
歯
科
大
学
カ
ム
カ
ム

メ
ニ
ュ
ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
今
年
は
県
内
外
か
ら
73
作

品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
ホ
テ
ル
シ
ェ

ラ
リ
ゾ
ー
ト
白
馬
の
総
料
理
長
・
金

澤
光
久
シ
ェ
フ
や
、
株
式
会
社
王
滝

の
管
理
栄
養
士
・
木
村
雅
子
さ
ん
ら

十
数
名
の
審
査
員
が
厳
正
な
審
査
を

行
い
、
最
優
秀
賞
に
は
茨
城
県
か
ら

応
募
さ
れ
た
、潮
田
茉
紀
さ
ん
の「
カ

ム
カ
ム
チ

ー
ズ
ボ
ー

ル
」
が
選

ば
れ
た
。

固
い
ミ
ッ

ク
ス
ナ
ッ

ツ
と
柔
ら

か
い
レ
ー

ズ
ン
の
組
み
合
わ
せ
が
独
特
の
食
感

を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
か
ん
ぴ
ょ
う

を
油
で
揚
げ
て
、
デ
ザ
ー
ト
に
使
用

す
る
と
い
う
独
創
的
な
発
想
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。

　

優
秀
賞
は
「
れ
ん
こ
ん
の
お
だ
し

ガ
レ
ッ
ト
」
が
選
ば
れ
、
れ
ん
こ
ん

の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
と
、
出

汁
の
再
利
用
と
い
う
実
用
的
な
ア
イ

デ
ア
が
高
得
点
に
繋
が
っ
た
。ま
た
、

特
別
に
話
題
と
な
っ
た
の
が
小
学
５

年
生
・
荒
井
樹
人
君
（
11
歳
）
の
「
う

ま
み
た
っ
ぷ
り！
ド
ラ
イ
野
菜
と

さ
き
い
か
の
カ
ム
カ
ム
み
そ
汁
」。

自
作
の
ド
ラ
イ
野
菜
と
さ
き
い
か
を

組
み
合
わ
せ
、
噛
む
ほ
ど
に
旨
味
が

広
が
る
工
夫
が
評
価
さ
れ
、
松
本
歯

科
大
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　

樹
人
君
は
、
小
学
３
年
生
の
時
か

ら
松
本
市
の
21
か
所
の
湧
き
水
を
調

査
し
、
最
も
お
い
し
い
味
噌
汁
が
作

れ
る
水
を
探
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
披
露
。
長
期
に
わ
た
る
探
究
心

に
会
場
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

（www.m
du.ac.jp/news/002323.htm

l
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
「
カ
ム

カ
ム
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
講

演
の
冒
頭
に
参
加
者
全
員
が
「
チ
ェ

ッ
ク
ガ
ム
」
を
使
っ
た
咀
嚼
力
測
定

を
行
っ
た
。こ
の
チ
ェ
ッ
ク
ガ
ム
は
、

１
秒
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
60
回
噛
む

と
色
が
変
化
し
、
そ
の
結
果
か
ら
噛

む
力
が
良
好
か
ど
う
か
を
簡
単
に
判

定
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
た
ち
は
、
ガ
ム
を
噛
み
な
が

ら
自
分
の
咀
嚼
力
を
確
か
め
、「
噛

む
」
と
い
う
行
為
を
普
段
ど
れ
だ
け

意
識
し
て
い
る
か
を
振
り
返
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。「
自
分
の
噛

む
力
を
初
め
て
具
体
的
に
確
認
で
き

た
」
と
驚
き
の
声
が
上
が
り
、
こ
の

体
験
が
健
康
維
持
へ
の
意
識
を
高
め

る
一
歩
に
な
っ
た
。

　

咀
嚼
力
の
測
定
後
、
本
学
総
合
歯

科
医
学
研
究
所
の
増
田
裕
次
特
任
教

授
に
よ
る
講
演
へ
と
続
き
、「
噛
む

力
が
衰
え
る
こ
と
で
食
べ
る
楽
し
み

が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
健
康
状
態
が
悪

化
す
る
」
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
日
常
的
に
し

っ
か
り
噛
む
習
慣
を
身
に
つ
け
、
口

や
あ
ご
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
述
べ
た
。
ま
た
、
噛
む
力
を

維
持
す
る
こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防
に

直
結
す
る
こ
と
を
強
調
し
、「
食
べ

る
楽
し
み
を
支
え
る
噛
む
力
を
大
切

に
し
よ
う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

た
。

　

咀
嚼
力
を
測
定
す
る
体
験
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
講
演
内
容
が
よ
り

実
感
を
伴
っ
て
理
解
さ
れ
る
工
夫
が

さ
れ
て
お
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

カ
ム
カ
ム
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

は
今
後
も
地
域
や
年
齢
を
超
え
て
、

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

11
月
28
日
（
木
）、
冷
た
い
夜
空

の
下
、
毎
年
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
今
年
で
32

年
目
を
迎
え
た
。

　

高
さ
17
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
60
年
余

を
誇
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
は
、
枝
先
ま
で

１
８
０
０
０
球
の
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
ド

色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
光
が
施
さ
れ

た
。
点
灯
の
瞬
間
、
木
全
体
が
温
か

な
輝
き
に
包
ま
れ
、
辺
り
一
面
が
優

し
い
光
で
照
ら
さ
れ
る
と
、
訪
れ
た

人
々
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
り
、
道

行
く
人
々
の
心
を
そ
っ
と
温
め
る
よ

う
に
静
か
に
輝
き
続
け
た
。

　

点
灯
式
終
了
後
に
は
、

病
院
北
棟
ラ
ウ
ン
ジ
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

が
行
わ
れ
た
。
真
剣
な
表

情
で
歯
磨
き
の
コ
ツ
を
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、
ケ
ー

キ
と
ジ
ュ
ー
ス
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
会
場
は
笑
顔

と
喜
び
で
満
た
さ
れ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
し
た

子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ
う

に
頬
を
染
め
、
家
族
や
友

は
そ
の
迫
力
と
表
現
力
に
感
銘
を
受

け
、
思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

今
回
の
特
別
講
義
は
、「
未
来
の

歯
科
医
師
た
ち
に
と
っ
て
、
患
者
さ

ん
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
必

要
な
温
か
み
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」
と
の
、
赤
地
先
生

の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
学
生
た

ち
は
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
っ
た
。

人
と
の
温
か
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
街
の
冬
の
風
物
詩
と
し

て
来
年
１
月
14
日
（
火
）
ま
で
毎
日

午
後
５
時
か
ら
10
時
ま
で
と
、
創
立

記
念
日
の
１
月
29
日
（
水
）
と
歯
学

部
卒
業
式
の
夜
に
も
点
灯
す
る
。

寒
空
に光

に
そ
ま
る

杉
の
枝

冬夜に輝く
ヒマラヤ杉

子どもたちにブラッシング指導
イルミネーション点灯式

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

最優秀賞の潮田さん（左）と増田特任教授最優秀賞作品「カムカムチーズボール」

チェックガムを噛む参加者

優しい光を放つヒマラヤ杉

笑顔の作り方を練習する学生たち

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

こ
れ
か
ら
も
、
精
度
の
高
い
検
査

と
快
適
に
ご
受
診
い
た
だ
け
る
雰
囲

気
で
皆
様
の
健
康
維
持
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
ん

ば
り
ま
す
。

（
健
診
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

臨
床
検
査
室
臨
床
検
査
技
師　
　

副
主
任　

宍
戸
淑
子
）

ス
内
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

膵
臓
検
診
は
通
常
の
人
間
ド
ッ
ク
だ

け
で
は
発
見
し
づ
ら
い
と
い
わ
れ
て
い

る
膵
臓
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
検
査

（
膵
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
、
膵
超
音
波
、

膵
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
）
を
追
加
し
、
膵
臓

が
ん
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
歯
科
検
診
も
膵
臓
検
診
も
一
定
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
て
、
今
後
も
幅

広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
１
泊
ド

ッ
ク
を
２
コ
ー
ス
（
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ベ
ー
シ
ッ
ク
）、
１
日
ド
ッ
ク
を
膵

臓
ド
ッ
ク
と
し
て
コ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
予
定
で
す
。
通
常
の
半
日
ド

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
も
加
え
、
受
診
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
外
の
方
に
も
是
非
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
２
０

２
４
年
11
月
か
ら
は
、
人
間
ド
ッ
ク

（
１
泊
・
１
日
）
が
塩
尻
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
コ
ー
ス
一
覧
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――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News

千葉県支部

松本歯科大学千葉県支部が主管
16歯科大学同窓会・校友会懇話会

〔
定
年
退
職
〕 

11
月
30
日
付

バ
ー
ゲ
バ
ー
ン
・
ア
リ 

（
事
務
局
管
理
課
（
環
境
整
備
）
作
業
長
）

〔
採
用
〕 

12
月
1
日
付

バ
ー
ゲ
バ
ー
ン
・
ア
リ
（
事
務
局
管
理
課
（
環
境
整
備
）

作
業
長
（
契
約
職
員
）　　

）

６
日
㈪
～
７
日
㈫

卒
業
試
験
（
第
６
学
年
）

６
日
㈪
～
8
日
㈬

後
期
定
期
試
験
Ⅱ
（
衛
生
学
院
第
３
学
年
）

14
日
㈫

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
デ
イ

18
日
㈯
～
19
日
㈰

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

16
日
㈭
～
28
日
㈫

定
期
試
験
（
第
１
～
３
学
年
）

25
日
㈯

共
用
試
験
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
第
４
学
年
）

28
日
㈫

一
斉
技
能
試
験
（
第
５
学
年
）

発
表
会
（
大
学
院
）

29
日
㈬

創
立
記
念
日
（
53
年
）

30
日
㈭

　

総
合
型
選
抜

（Ⅲ期）
・
社
会
人
選
抜

（Ⅲ期）
（
衛
生
学
院
）

■お問い合わせ■

●試 験 日
2025年2月2日㈰・3日㈪

◎希望する試験日を選択、または両日の受験も可能です。
　共通テスト利用選抜は、個別試験はありません。

●出願期間
1月6日㈪～1月27日㈪

●試 験 場
本学・東京・大阪

一 般 選 抜（Ⅰ期）
共通テスト利用選抜（Ⅰ期）

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室
www.mdu.ac.jp

　

２
０
２
４
年
11
月
９
日
（
土
）、

松
本
市
の
居
酒
屋
・
凡
蔵
（
ぼ
ん
く

ら
）
に
お
い
て
、
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

１
９
７
２
年
本
学
創
立
１
年
目
に

北
村 

喬
先
生
（
１
期
）
が
主
将
と
し

て
ス
キ
ー
部
を
立
ち
上
げ
た
。
２
年

目
に
歯
学
体
主
管
校
か
ら
声
が
か
か

り
、
河
野
文
幸
先
生
（
１
期
）、
堤 

和
俊
先
生
（
１
期
）、
枡
田
俊
夫
先
生

（
１
期
）、
三
原 

学
先
生
（
２
期
）
等

が
苗
場
ス
キ
ー
場
の
大
会
に
出
場
し
、

競
技
ス
キ
ー
部
の
歴
史
が
幕
を
開
け

た
。
創
部
７
年
目
の
１
９
７
８
年
に

歯
学
体
主
管
校
と
な
り
、
当
時
主
将

だ
っ
た
日
比
野
守
恭
先
生
（
４
期
）、

小
山
道
男
先
生
（
４
期
）、
堀
内
辰
史

先
生
（
５
期
）、
岡 

典
男
先
生
（
５

期
）、
鈴
木
康
裕
先
生
（
５
期
），
関 

精
蔵
先
生（
５
期
）等
の
活
躍
に
よ
り
、

赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場
で
岐
阜
歯
科
大

学
（
現
朝
日
大
学
歯
学
部
）
と
熾
烈

な
優
勝
争
い
を
展
開
し
、
４
点
差
で

惜
し
く
も
優
勝
は
逸
し
た
が
、
団
体

総
合
準
優
勝
の
快
挙
を
果
た
し
た
。

そ
の
後
、
歯
学
体
で
磯
崎
博
文
先
生

（
17
期
）
が
個
人
総
合
優
勝
（
１
９
９

１
年
）、
木
村
治
郎
先
生
（
20
期
）
が

個
人
総
合
２
位
（
１
９
９
４
年
）
と

輝
か
し
い
成
果
を
収
め
た
。
１
９
９

８
年
に
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場（
主

将
の
高
尾
宏
昭
先
生
、
25
期
）、
２
０

０
７
年
に
白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
（
主

将
の
大
塩
雄
一
先
生
、
32
期
）
で
歯

学
体
主
管
校
と
な
り
、
大
会
運
営
に

部
員
た
ち
の
多
大
な
尽
力
が
あ
っ
た
。

ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
当
日
、
北
海
道
か

ら
福
岡
ま
で
Ｏ
Ｂ
18
人
（
１
期
か
ら

44
期
）
お
よ
び
現
役
部
員
９
人
（
49

期
か
ら
53
期
）
の
総
勢
27
人
が
集
ま

り
、
会
長
の
河
野
文
幸
先
生
（
１
期
）

に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶
で
懇
親
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
宴
会
中
に
「
ス
キ

ー
部
52
年
の
歴
史
」
と
題
し
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
昔
の
ス
キ
ー
合
宿
や
歯
学

体
の
風
景
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
青

春
時
代
の
若
々
し
い
姿
に
現
役
部
員

か
ら
Ｏ
Ｂ
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。
懇
親
会

後
も
話
は
尽
き
ず
、
松
本
駅
前
の
バ

ー
に
場
所
を
移
し
て
深
夜
ま
で
語
り

明
か
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
０

年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で
の
歯
学
体

中
止
期
間
に
ス
キ
ー
部
を
存
続
さ
せ

た
元
主
将
の
窪 

啓
太
先
生（
46
期
）、

Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
の
た
め
現
役
部
員
９

人
を
結
集
さ
せ
た
主
将
の
池
田
侑
生

君
（
49
期
）
に
心
か
ら
感
謝
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
11
期
生　

ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ　

安
井
昭
夫
）

　

秋
空
の
10
月
20
日
（
日
）、
京
成

ホ
テ
ル
ミ
ヤ
マ
ー
レ
（
千
葉
市
中
央

区
）
に
お
い
て
、
松
本
歯
科
大
学
校

友
会
千
葉
県
支
部
の
主
管
に
よ
り
、

第
42
回
千
葉
県
十
六
歯
科
大
学
同
窓

会
・
校
友
会
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

江
藤
庸
弘
副
会
長
の
開
会
挨
拶
、

大
谷
洋
昭
支
部
長
の
当
番
校
挨
拶
の

後
、
千
葉
県
歯
科
医
師
連
盟
の
尾
崎

俊
郎
会
長
と
千
葉
県
歯
科
医
師
国
民

健
康
保
険
組
合
の
山
口
誠
一
郎
理
事

長
の
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
事
は
順
調
に
進
行
し
、
宇
田
川

信
之
先
生
（
本
学
歯
学
部
長
・
生
化

学
講
座
教
授
）
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。
宇
田
川
教
授
は
、
千
葉
県
で

生
ま
れ
育
ち
、
松
本
歯
科
大
学
に
入

学
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
、「
骨

は
生
き
て
い
る

－

歯
周
病
と
骨
粗

鬆
症
と
の
関
連

－

」
と
の
タ
イ
ト

ル
で
、
歯
周
病
が
生
活
習
慣
病
の
原

因
と
な
る
こ
と
や
破
骨
細
胞
と
骨
芽

細
胞
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
機
構
に
つ
い

て
概
説
し
た
。
ま
た
、
歯
周
病
と
骨

粗
鬆
症
と
の
関
連
に
関
す
る
最
新
の

研
究
成
果
に
も
言
及
し
、
今
後
の
新

し
い
骨
粗
鬆
症
治
療
薬
開
発
の
夢
を

語
っ
た
。
熱
い
質
疑
応
答
の
後
、
勝

田
剛
司
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
に
よ

り
、
懇
親
会
の
席
に
移
っ
た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
千
葉
県
歯

科
医
師
会
の
大
河
原
伸
浩
会
長
の
来

賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
各
大
学
同
窓

会
・
校
友
会
メ
ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
・

近
況
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
和

16 期 同 期 会
３１年ぶりの再会

想い出話で盛り上がる

　

暦
の
上
で
は
立
冬
を
過
ぎ
た
11
月

10
日
（
日
）、
猛
暑
だ
っ
た
今
年
も

や
っ
と
朝
晩
涼
し
く
な
っ
た
名
古
屋

に
て
、
実
に
卒
後
31
年
ぶ
り
に
16
期

同
期
会
（
平
成
５
年
１
９
９
３
年
３

月
卒
業
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
は
名
古
屋
駅
直
上
の
名
古
屋
マ
リ

オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
16
階
『
サ

ル
ビ
ア
』
に
て
、
12
時
の
開
会
を
前

に
、
日
本
各
地
か
ら
31
年
ぶ
り
に
25

人
の
同
期
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

31
年
の
歳
月
の
流
れ
は
ご
多
分
に

漏
れ
ず
大
分
貫
禄
を
増
し
た
か
た

　

松
本
歯
科
大
学
軽
音
楽
部
は
、
11

月
16
日
（
土
）
に
松
本
市
のLIVE 

HOUSE

「
箱
舟
」
で
ラ
イ
ブ
を
行

い
ま
し
た
。
15
時
か
ら
20
時
ま
で
、

9
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
、
34
曲

も
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

観
客
と
一
体
と
な
っ
て
歌
い
、
盛
り

上
が
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
ラ
イ
ブ

は
、
大
成
功
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
歌
声
や
演
奏
か
ら

は
、
音
楽
へ
の
情
熱
と
練
習
の
成
果

が
感
じ
ら
れ
、
会
場
全
体
が
心
地
よ

い
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、

観
客
の
皆
さ
ん
も
手
拍
子
や
声
援
で

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
ス

テ
ー
ジ
と
フ
ロ
ア
が
一
体
と
な
っ
た

素
晴
ら
し
い
空
間
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
楽
し
い
ラ
イ
ブ
を
支

え
て
く
れ
た
写
真
部
の
皆
さ
ん
が
、

最
後
ま
で
熱
唱
す
る
ス
テ
ー
ジ
の
様

子
を
撮
影
し
て
く
だ
さ
り
、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
と
し
て
形
に
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。
写
真
を
見
る
た
び

に
、
こ
の
日
の
感
動
が
よ
み
が
え
り

ま
す
。
改
め
て
、
素
晴
ら
し
い
写
真

を
撮
影
し
て
く
だ
さ
っ
た
写
真
部
の

皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

次
回
の
ラ
イ
ブ
は
２
月
末
を
予
定

し
て
お
り
、
今
回
は
卒
業
生
が
メ
イ

ン
と
な
る
ラ
イ
ブ
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、

ま
た
全
力
で
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
‼

や
、頭
が
涼
し
げ
に
な
っ
た
方
な
ど
、

し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
ど
こ
か
昔
の
面

影
が
あ
り
、
再
会
を
喜
び
合
う
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
昔
の
呼
び
名
で
語

り
始
め
ま
し
た
。
12
時
の
開
式
に
始

ま
り
、
世
話
役
幹
事
長
の
糸
山 

曉

先
生
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
ま
ず
５

人
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
発
起
人
代
表
の
西
牧
か
ら

経
緯
と
開
式
の
挨
拶
が
あ
り
、
当
時

の
松
涛
祭
実
行
委
員
長
だ
っ
た
上
條

幸
一
郎
先
生
の
乾
杯
ご
発
声
で
賑
や

か
に
開
演
し
ま
し
た
。
５
年
程
前
か

ら
企
画
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
中
止
、
延
期
を
繰
り
返

し
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、

や
っ
と
実
現
す
る
運
び
と
な
り
公
私

と
も
に
忙
し
い
中
、
皆
さ
ん
遠
方
か

ら
集
ま
っ
て
再
会
の
喜
び
も
ひ
と
し

お
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
た
ち
ま
ち
学
生
時
代
の
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回

り
な
が
ら
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
に
な
っ
た
中
盤
、

本
年
４
月
か
ら
本
学
卒
業
生
の
女
性

と
し
て
は
初
の
教
授
に
就
任
さ
れ
た

中
村
美
ど
り
先
生
に
同
期
生
一
同
か

ら
祝
辞
と
花
束
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
中
村
教
授
か
ら
謝
辞

と
本
人
の
卒
後
の
経
緯
と
近
況
、
そ

し
て
最
近
の
大
学
の
変
貌
、
国
家
試

験
の
結
果
な
ど
近
況
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
村
教
授
を
囲

み
参
加
者
一
同
で
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
、
司
会
の
糸
山
先
生
か
ら
指
名
を

受
け
各
人
か
ら
近
況
報
告
や
ら
学
生

時
代
の
思
い
出
話
な
ど
一
人
ひ
と
り

登
壇
し
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
幹
事
長
の
糸
山
先
生
と

代
表
の
西
牧
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
あ

っ
と
い
う
間
の
２
時
間
30
分
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
遠
方
に
帰
る
方

な
ど
名
残
惜
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

20
人
ほ
ど
は
そ
の
あ
と
52
階
ス
カ
イ

ラ
ウ
ン
ジ　
『
ジ
ー
ニ
ス
』
に
場
所

を
移
し
、
地
上
２
１
０
メ
ー
ト
ル
か

ら
名
古
屋
の
街
並
み
を
眺
め
な
が
ら

２
次
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
は
、『
思
い

出
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
』『
楽
し

か
っ
た
！
ま
た
や
り
ま
し
ょ
う
』

な
ど
た
く
さ
ん
好
評
の
感
想
と
意

見
を
い
た
だ
き
世
話
役
と
し
て
は
肩

の
荷
が
下
り
た
思
い
で
す
。
今
後

は
、
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
立
ち
上

げ
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
機
会
を

み
て
ま
た
こ
の
よ
う
な
会
を
し
た
い

ね
！
と
言
う
こ
と
で
、
皆
様
、
各

地
へ
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
16
期
同
期
会　

発
起
人
代
表　

西
牧 

均
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

軽音楽部

や
か
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

　

大
谷
支
部
長
は
じ
め
と
す
る
千
葉

県
支
部
の
多
く
の
会
員
の
本
会
の
運

営
に
他
大
学
か
ら
称
賛
の
言
葉
が
贈

ら
れ
た
。

　

今
後
、
本
学
校
友
会
会
員
の
更
な

る
活
躍
と
発
展
を
期
待
し
た
い
。 

（
千
葉
県
支
部
専
務
理
事　

20
期　

寺
田
英
史
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

後列左から北村・島田・荒木・枡田・川崎（各1期生）
前列左から竹内（3期生）・三原（2期生）・河野・佐藤・原（各1期生）

大谷洋昭支部長（前列中央）を囲んだ校友会千葉県支部メンバー

総勢27人（OB18人、現役部員9人）が参加したスキー部OB会

創
部
52
周
年
記
念
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

現
役
部
員
と
の
交
流
を
図
る

31年ぶりに再会した16期生

創
部
時
の
メ
ン
バ
ー
た
ち


